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“必読” 機械の使用前には必ず読んでください。 
 

 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

ご購入のお客様へ 
 
このたびは弊社の機械をお買い上げいただきまことにありがとうございました。 
 
この機械はよく注意して運転し、作業を終えたらよく手入れして初めて優位性が現れてきます。 
 
この機械の引渡し時にお客様の販売店が操作や調整、メンテナンスについて説明していますが、この説明書にはさ

らに補足して、詳しい内容を記載していますので、よく読んで理解されることをお願いします。 
 
機械のご使用前にはこの取扱説明書を必ず読んでください。この取扱説明書に記載された安全上の指示によく注意

を払われるようお願いします。 
 
この取扱説明書に特に記載されていないいかなる改造、変更も製造者の許諾書を必要とします。 
 
 
 
補給部品の注文 
 
お買い上げいただいた機械の補給部品ご注文の際は必ず型式と製造番号をお知らせください。この情報は機械に貼

付された銘板に記載されています。 
 
今後の参照のため、この情報を次の表に記載し、いつでもご利用ください 
 
 

製品型式：  

製造番号：  

 
 
補給部品は Lemken 純正部品をご使用願います。模造品の使用はこの機械の機能に悪い影響を及ぼし、寿命を短く

し、ほとんどの場合多くのメンテナンスが必要となってきます。 
 
Lemken は誤った使用や模造品の使用による破損については保証できないことをご理解いただけるものと弊社は考

えています。 
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この機械の用途 

●作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書をよくお読みになり、十分に理解をしてか

らご使用ください。 

●Lemken ＦＬＲシリーズは農業用専用として設計されています。 

この規定以外の使用についてはこの機械の用途として考慮に入っていません。 

 

●この用途のもとで製造者が定めた操作、メンテナンス、修理条件をよく守ってください。 

●この機械と危険についてよく習熟した人だけが運転、メンテナンス、修理の作業を行ってください。 

●一般的な安全技術、作業、医療処置、道路搬送等の規定同様、本書に記載の事故予防措置を良く守ってください。 

●インプルメントに独自の改造を加えられた場合、改造によって生じた損傷について、製造者は責任を負いません。 
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１ 安全上の注意点 

 

ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡を含

む傷害を生じる恐れがあります。 

 

作 業 前 に 

 

 

 注意 

 ・機械の取り扱いで分からない事があった時、 

  取扱説明書を製品に近接して保存していない 

  ため、自分の判断だけで対処すると思わぬ事 

   故を起こし、ケガをする事があります。 

   取扱説明書は、分からない事があった時にす 

   ぐに取り出せるよう、製品に近接して保存し 

   てください。 
 

 

 

 注意 

 ・取扱説明書に記載されている安全上の注意事 

  項や取扱要領の不十分な理解のまま作業する 

  と、思わぬ事故を起こす事があります。 

  作業を始める時は、製品に貼付している警告 

  ラベル、取扱説明書に記載されている安全上 

  の注意事項、取扱要領を十分に理解してから 

  行ってください。 
 

 

 

 警告 

 ・体調が悪い時、機械操作に不慣れな場合など 

   に運転すると、思わぬ事故を起こす事があり 

   ます。次の場合は、運転しないでください｡ 
 

□過労、病気、薬物の影響、その他の理由 

  により作業に集中できない時。 

   □酒を飲んだ時。 

   □機械操作が未熟な人。 

   □妊娠している時。 
 

 

 

 警告 

・作業に適さない服装で機械を操作すると、衣 

 服の一部が機械に巻き込まれ、死亡を含む傷 

 害をまねく事があります。 

   次に示す服装で作業してください。 
 

□袖や裾はだぶつきのないものを着用す 

る。 
  

□ズボンや上着はだぶつきのないものを着 

 用する。 

   □ヘルメットを着用する。 

□はちまき、首巻きタオル、腰タオルなど 

はしない。 

 

 

 警告 

 ・機械を他人に貸す時、取扱説明書に記載され 

 ている安全上の注意事項や取扱要領が分から 

 ないため、思わぬ事故を起こす事があります。

 取扱方法をよく説明し、取扱説明書を渡して 

 使用前にはよく読むように指導してください。
 

 

 

 注意 

 ・機械の改造や、当社指定以外のアタッチメン 

 ト・部品などを取り付けて運転すると、機械 

 の破損や傷害事故をまねく事があります。 

 機械の改造はしないでください。 

 アタッチメントは、当社が指定するものを使 

 用してください。 

 部品交換する時は、当社が指定するものを使 

 用してください。 
 

 

 

 注意 

・始業点検を怠ると、機械の破損や傷害事故を 

 まねく事があります。 

   作業を始める前には、取扱説明書に基づき点 

  検を行ってください。 
 

 

 

 警告 

 ・エンジンを始動する時、トラクタの横やステ 

 ップに立ったまま行うと、緊急事態への対処 

 ができず、運転者はもちろん周囲にいる人が 

 ケガをする事があります。 

 運転席に座り、周囲の安全を確認してから行 

 ってください。 

 ・エンジンを始動する時、主変速レバーを｢Ｎ｣ 

  (中立)にして行わないと、変速機が接続状態 

 になっているため、トラクタが暴走し思わ 

 ぬ事故を起こす事があります。主変速レバー 

 を｢Ｎ｣(中立)にして行ってください。 

 ・急発進するとトラクタ前輪が浮き上がる事が 

 あり、運転者が振り落とされたり、周囲の人 

 を巻き込んだり、思わぬ事故を起こす事があ 
 
 

取扱説明書は製品に近接して保存を 

取扱説明書をよく読んで作業を 

こんな時は運転しないでください 

服装は作業に適していますか 

機械を他人に貸す時は 

機械の改造禁止 

始業点検の励行 

エンジン始動・発進する時は 
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ります。周囲の安全を確認し、ゆっくりと発 

進してください。 

・室内で始動する時、排気ガスにより中毒にな 

る事があります。 

窓、戸などを開け、十分に換気してください。

 

 

 警告 

・作業機を着脱するためにトラクタを移動させ 

る時、トラクタと作業機の間に人がいると、 

挟まれてケガをする事があります。トラクタ 

と作業機の間に人を近づけないでください。 

 

注意 

・作業機をトラクタに連結する時、傾斜地や凹 

凸地または軟弱地などで行うと、トラクタが 

不意に動き出し、思わぬ事故を起こす事があ 

ります。 

平坦で地盤のかたい所で行ってください。 

・装着するトラクタによっては、前輪荷重が軽 
 くなり、操作が不安定となって、思わぬ事故 

 をまねく事があります。 

 トラクタへフロントウエイトを取り付け、バ 

ランスをとってください。 

 

 

危険 

・トラクタで移動走行する時、トラクタのブレ 

ーキペダルが左右連結されていないと片ブレ 

ーキになり、トラクタが左右に振られ横転な 

どが起こり、思わぬ事故をまねく事がありま 

す。 

ほ場での特殊作業以外は、ブレーキペダルを 

左右連結して使用してください。 

警告 

・トラクタに運転者以外の人を乗せると、トラ 

クタから転落したり、運転操作の妨げになっ 

て、緊急事態への対処ができず、同乗者はも 

ちろん、周囲の人および運転者自身がケガを 

する事があります。 

トラクタには、運転者以外の人は乗せないで 

ください。 

・急制動・急旋回を行うと、運転者が振り落と 

されたり、周囲の人を巻き込んだり、思わぬ 

事故を起こす事があります。 

急制動・急旋回はしないでください。 

・坂道・凹凸地・急カーブで速度を出しすぎる 

と、転倒あるいは転落事故を起こす事があり 

ます。 

低速走行してください。 

・旋回する時、内輪差により周囲の人を作業機 

に巻き込み、ケガをさせる事があります。 

周囲の人や対向物・障害物との間に十分な間 

隔を保って行ってください 

・側面が傾斜していたり、側溝がある通路で路 

肩を走行すると、転落事故を起こす事があり 

ます。 
路肩は走行しないでください。 

・高低差の大きい段差を乗り越えようとすると、

トラクタが転落あるいは横転し、ケガをする 

事があります。 

あゆみ板を使用してください。 

・作業機の上に人を乗せると、転落した時、円 

盤に巻き込まれ、ケガをする事があります。 

作業機の上には人を乗せないでください。 

注意 

・作業機を昇降する時、周囲に人がいると、下 

降する円盤や車輪に挟まれケガを負わせる事 

があります。 

周囲に人を近づけないでください。 
  

 

作 業 中 は 

 

 

 警告 

・作業をする時、周囲に人を近づけると、機械 

に巻き込まれ、ケガをする事があります。 

周囲に人を近づけないでください。 

・作業機の上に人を乗せると、転落し、思わぬ 

事故をまねく事があります。 

作業機の上には、人を乗せないでください。 

・傾斜地で速度を出しすぎると、暴走事故をま 

ねく事があります。低速で作業してください。

下り作業をする時、坂の途中で変速すると、 

暴走する原因となります。 

坂の前で低速に変速して、ゆっくりとおりて 

ください。 

・わき見運転をすると、周囲の障害物の回避や 

周囲の人への危険回避などができず、思わぬ 

事故を起こす事があります。 

前方や周囲へ、十分に注意を払いながら運転 

してください。 

・手放し運転をすると、思わぬ方向へ暴走し、 

事故を起こす事があります。 

しっかりとハンドルを握って運転してください。
 

作業する時は 

作業機を着脱する時は 

移動走行する時は 

－５－ 



 

 注意 

・機械の調整や、付着物の除去などを行う時、 

エンジンをとめずに作業すると、第三者の不 

注意により、不意にトラクタが発進し、思わ 

ぬ事故を起こす事があります。 

 エンジンをとめ、回転部や可動部がとまって 

いる事を確かめて行ってください。 

 

 

 注意 

・トラクタから離れる時、傾斜地や凹凸地など 

に駐車すると、トラクタが暴走して思わぬ事 

故を起こす事があります。 

平坦で安定した場所に駐車し、トラクタのエ 

ンジンをとめ、駐車ブレーキをかけて暴走を 

防いでください。 
 

 

作業が終わったら 

 

 

 注意 

・作業機を上げた状態のまま付着物の除去作業 

などを行うと、不意に降下し、ケガをする事 

があります。 

台などで降下防止をして行ってください。 
 

 

 

 注意 

・作業後の点検を怠ると、機械の調整不良や破 

 損などが放置され、次の作業時にトラブルを 

 起こしたり、ケガをする事があります。 

  作業が終わったら、取扱説明書に基づき点検 

  を行ってください。 
 

 

 

 注意 

・機械に不調が生じた時、そのまま放置すると、

 破損やケガをする事があります。 

   取扱説明書に基づき行ってください。 

傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと、 
トラクタや作業機が不意に動き出して、思わ 
ぬ事故を起こす事があります。 

平坦で地盤のかたい所で行ってください。 

・エンジンをとめずに作業すると、第三者の不 

注意により、不意にトラクタが発進し、思わ 

ぬ事故を起こす事があります。 

  エンジンをとめ、回転部や可動部がとまって 

   いる事を確かめて行ってください。 

・作業機をあげた状態のまま下にもぐったり、 

足を入れたりすると、不意に降下し、ケガを 

する事があります。 

下に入る時は、台などで降下防止をして行っ 

てください。 

・油圧の継手やホースに、ゆるみや損傷がある 

と、飛び出る高圧オイルあるいは作業機の急 

な降下で、ケガをする事があります。 

補修もしくは部品交換してください。 

継手やホースを外す時は、油圧回路内の圧力 

を無くしてから行ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機体を清掃する時は 

終業点検の励行 

トラクタから離れる時は 

－６－ 

不調処置・点検・整備をする時



 

２ 警告ラベル 

２.１ 一般的な指示事項 
Lemken のインプルメントは安全に作業してもらうた

め、いろんな特徴を備えています。インプルメントの持

つ潜在的な危険を十分防護できないところはこれらに

注意してもらうために、警告ラベルを貼付しています。

破損または紛失、読み取りできない警告ラベルはすぐ交

換してください。左のピクトグラフに付記された番号が

注文部品番号として使えます。 
 
 
２.２  警告ラベルの意味 
このラベルの意味についてよく理解をしていただくた

め、以下の記述はこの詳細についてお知らせしています。 
 

 
 
２.３ 警告ラベルの貼付位置

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           

－７－ 

 

警告： 
インプルメン
ト を 使 い 始
める前にこ
の取扱説明
書 を よ く 読
んでその指
示事項を守
ること。 

 
警告：はさまれる危険あり 

警告： 
メンテナンス
や修理作業
を行うときは
エ ン ジ ン を
切 っ て イ グ
ニッションキ
ーを抜くこと 

 
警告：はさまれる危険あり。 

警告： 
インプルメントの作業
域および可動域の安
全を確保すること 

警告：インプルメントの
作業域および可動域
の安全を確保すること 



 

３ トラクタの準備 

３.１ タイヤ 

圧力、特にトラクタ後輪タイヤは左右同圧力でなければ

なりません。重作業の場合はホィールウェートやウォー

タバラストを付加する必要があります（製造者の取扱説

明書を参照ください）。 

 

 

３.２ リフトロッド 

リフトロッドを左右同じ長さに調整してください。 

 

 

３.３ ３点リンケージのチェックチェーン 

またはスウェイブロック 

プラウ作業中はチェックチェーンまたはスウェイブロ

ックはローワリンクが自由に横に動けるように調整さ

れているか点検してください。 

 

 

３.４ トラクタ油圧 

作業中はトラクタ油圧をフローティングポジションま

たはミックストコントロールにセットしなければなり

ません。トラクタ製造者の取扱説明書を参照してくださ

い。 

 

 

３.５ スプールバルブ 

油圧折りたたみ装置には複動のトラクタスプールバル

ブが必要です。 

 

 

３.６  軸荷重 

前部３点リンクと後部３点リンク

へのインプルメントの装着は許容

総重量と許容軸荷重、許容タイヤ荷

重を超過してはいけません。 

前輪には常にトラクタ自重の 低

２０％の負荷がかかっていなけれ

ばなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小前部バランスウェートと後輪軸荷重の付加荷重の計算 

 
ＧＶ＝前部バランスウェート（インプルメント）の重量 

ＴＶ＝トラクタにインプルメントを装着していない時 

の前輪軸荷重 

ＴＨ＝トラクタにインプルメントを装着していない時 

の後輪軸荷重 

ＧＨ＝インプルメントの重量 

 

小前部バランスウェートＧｖ 小の計算： 

 

 

後輪軸荷重の付加荷重の計算： 

 

 

必要な 小前部荷重と後輪軸荷重の付加荷重の計算は

上記の寸法と重量がわかっていることが必要です。もし

わかっておらず探すことができない場合は過負荷を避

ける方法が次の通り１つあります。 

 

実際の付加された後輪軸荷重と付加されていない前輪

軸荷重およびインプルメントを装着していないトラク

タの軸荷重と比較したそれを見つけるために、インプ

ルメントを装着しリフトした状態で重量を測ってくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－８－ 



 

４ 使用 
４.１ 一般的な指示事項 
初めての使用するときは、圃場に出かける前にインプルメントを十分降ろして次の調整を行うことをお勧めします。

その後圃場で多少の修正調整をしてください。 
 
 
４.２ ローワリンクとトップリンク 

 
 

ローワリンクはトラクタの前輪後輪のほぼ中央に配列されなければなりません。 

ドローバー（１）は刺さりこみを良くするため一番高い位置に取り付けなければなりません。 

作業状態でトップリンクをインプルメント側が高くなるように取り付けてください。 

 

 

          間違った配置                   正しい配置 
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４.３ （湾曲）ディスクの作業深さ 

作業深さはピンアジャスタ（２）のピン（１）で調整し

ます。 
作業深さの範囲 ＝ ４～２０ｃｍ 
 
 

４.４ 横方向の引っ張り 
インプルメントの横方向の引っ張りはトップリンクの

伸縮することによって取り除けます。 
 
 

４.５ アウターディスク（オプション） 
作業状態で左のアウターディスク（３）は約２３ｃｍ、右のアウターディスクは約１４ｃｍ地表面より高くセット

してください。この調整は固定具（４）で行ってください。 

 
 

 

４.６ レベリングハロー 

レベリングハロー（５）はハローディスク（６）のすぐ

近くにおかなければなりませんが、地面に接触してはな

らず、カットされた土を砕いて均平にしなければなりま

せん。この調整はピンアジャスタ（７と８）で行います。 

 

 

４.７ ガイドボード 

ガイドボード（９）はハロータイン（１０）よりも深い

位置におかなければなりません。ガイドボードは後部、

左のハローディスクで作られた溝が土で埋められるよ

うな角度におかなければなりません。 

４.８ 作業速度 

作業速度は土の破砕、混合、均平を良くするため、少な

くとも１０ｋｍ/ｈでなければなりません。 

 

 

 

 

４.９ 鎮圧効果 

ローラ（１１）の鎮圧効果はトップリンクの位置で調整

します。トップリンクをインプルメント側がわずかに上

がるように配置してください。 

 

 

４.１０ 油圧 

トラクタ油圧はフローティングポジションにセットしてく 

ださい。 
－１０－ 



 

４.１１ ３点装着 
４．１１．１ 一般的な指示事項 
トラクタとインプルメントの３点リンケージのカテゴ

リは同じでなければなりません。もし同じでなければト

ラクタの３点リンケージあるいはドローバー（１）を換

える必要があり、また必要ならトップリンクピンも同じ

カテゴリのものに変えなければなりません。 
ＩＳＯ７３０１によるトラクタの 大許容馬力と寸法

を次の表に示します。 

 

トラクタ出力 カテゴリ 

ドローバー

のピン径 

ｍｍ 

ドローバ

ーの長さ 

ｍｍ 

トラクタローワリンク

の距離 ｍｍ 

ドローバーとローワリ

ンクの交点までの 

距離 ｍｍ 

kW PS   Ａ B C D 

４８まで ６５まで Ⅰ ２２ ６８３ ３７０－５０５ １７００－２４００ 

９２まで １２５まで Ⅱ ２８ ８２５ ３９０－５０５ １８００－２４００ 

８０－１８５ １０９－２５１ Ⅱ/Ⅲ ３６．６ ８２５ ３９０－５０５ １８００－２４００ 

８０－１８５ １０９－２５１ Ⅲ ３６．６ ９６５ ４８０－６３５ １９００－２７００ 

 
 
４.１２ ドローバーの高さ調整と位置変更 

ドローバー①は２つの高さに調整できます。通常カルチベータのさ

さりこみを良くしローラの鎮圧効果を良くするため高い位置を選択

します。 
低い位置はローラに大きな圧力がかかりすぎたり、高い圧力でつま

りを生じたりした場合に選択します。 
ドローバー①の高さ調整が必要な場合は、ボルト②をはずしドロー

バーの付いたドローバープレート③を１８０度ひっくり返して再度

取り付けてください。ボルトのナットは５８０Ｎ･ｍのトルクで締め、

ロックタイトを塗って固定してください。 
 

ドローバープレートはフレームに溶接されています。ドローバー①

の高さ位置を変えるには、ストッパのボルト④を緩め、ストッパを

内側に動かし、ドローバー①を押し戻し引き抜いてください。それ

からドローバーを希望の位置に取り付けストッパを押し戻、 後に

ボルト④をしっかり締め付けてください。ストッパ⑤はドローバー

の回り止めとなるバッファ⑥に近づけて取り付けてください。１つ

のストッパは横に近づけ、もう１つのストッパはバッファの下に取

り付けてください。 
折りたたみタイプのドローバー①は高さを変えることはできませ 
ん。 

－１１－ 



 

５ 着脱 
５.１ 装着 
－トラクタ油圧をポジションコントロールにセットし

てください。カルチベータを装着するときは必ず折り

たたみをひらいて駐車、保管された状態で行ってくだ

さい。 

 
－トラクタローワリンクをドロ－バー（１）に連結し

固定してください。 
－作業中でもインプルメントの連結点がトラクタとの

連結点より高くなるようにトップリンクを連結して

ください。 
－ベータピン（３）でトップリンクピン（２）を抜け

どめしてください。油圧ホースと電装ケーブルを接

続してください。 
 
折りたたみタイプの機械で作業するには、インプルメン

トの折りたたみを開く前に、破損防止のため警告板つき

の灯火装置を外してください。 
 
 
５.２ 取り外し 
インプルメントは平らなしっかりしたところに置かな

ければなりません。平らでないところではたとえば輪留

めやその他適切なものを使ってカルチベータが転がっ

て移動しないようにしなければなりません。 
 
－トラクタ油圧をポジションコントロールにセットし

てください。 
－折りたたみ部を完全に開いてください。 
－インプルメントをおろしてインプルメントからトッ

プリンクをはずしてください。 
－ドローバー（１）からローワリンクをはずしてくださ

い。 
－トラクタエンジンを止め、油圧ホースの圧力を抜くた

めスプールバルブの操作レバーをフローティングポ

ジションへ動かしてください。トラクタ製造者の取扱

説明書を参照してください。 
 

－油圧ホースの接続をはずし、保護キャップを取り付け

てください。 
－電装ケーブルをはずしてください。 
 
 

●「装着インプルメント」の指示事

項と同様に、一般的な安全指示事

項もよく読んで守ること。 
●駐車保管中の機械は転がって移

動しないように安全策を講じる

こと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－１２－ 



 

６ 折りたたみとひらき 

６.１ 外側（湾曲）ディスクの折りたたみ 

搬送するときはインプルメントの外側（湾曲）ディスク

⑦を次の通り折りたたんでください。 

－ロックピン①をはずしてロックを解除してください。 

－レバー②を引っ張って下側に回してください。 

 

－ホルダ④の上に長穴③見えるまでレバー①を上に上

げ、スプリングピン⑤を切りかき部⑥に入れてロック

してください。 

－これでそれぞれの外側（湾曲）ディスクを手動で折り

たためますのでレバーを上に回して折りたたんでく

ださい。 

－それからロックピンをあいている穴⑧に差込み、外側

の（湾曲）ディスクが不意にひらくのを防止してくだ

さい。  

 

 

警告：搬送にはトレーラを使ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６.２ 外側（湾曲）ディスクのひらき 

作業のためには外側（湾曲）ディスク⑦を次の通りひら

いてください： 

－ロックピン①を穴⑧からはずしてロックを解除しく

ださい。 

－長穴③がホルダ④の下に見え、スプリングピン⑤が切

りかき部にロックされるようにレバー②を動かして

ください。 

－これでそれぞれの外側（湾曲）ディスクを開けますの

でレバーを下に回してひらいてください。 

－ 後にロックピン①を取り付けぬけ止めピンを取り

付け、レバーを上に回して図示の通りスプリングピン

を切りかき部に納めてください。 

 

 

 

 

 

●一般的な安全指示事項をよく読

んで守ること。 

●レバー②とロックピンにははさ

まれポイントがありはさまれな

いように注意のこと。 

 

 
 
 
 

－１３－ 



 

７ 調整 

●一般的な安全指示事項をよく読

んで守ること。 

●インプルメントの操作、メンテ

ナンス、修理は良く熟知した、

また危険に慎重な人が行うこと。 

●不具合の除去作業と同様に、調

整・メンテナンス作業は原則としてエンジンを止め、駐

車ブレーキをかけてイグニッションキーを抜いて行う

こと。 

 

 

７.１ 作業深さ 

ＦＬＲシリーズの作業深さはピン①で４から１２ｃｍ

の範囲に調整できます： 

下部ピン①を「より深い位置の穴＝深い作業深さ」にセ

ットしてください。 

下部ピン①を「より高い位置＝浅い作業深さ」にセッ

トしてください。 

上部ピン②は、ローラの重量がディスクハローの刺さり

こみ作用をさらに助けるように、キャリア③のすぐ上に

差してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７.２ レベリングハロー 

レベリングハロー①は高さも（湾曲）ディスクまでの距

離も調整できます。（湾曲）ディスクにより近くより深

く配置すると、均平効果がより良くなります。 

ピン②でレベリングハロー①の高さ調整ができます。 

ピン③と④でレベリングハローはその姿勢が固定され

ます。そのためには穴列⑤は常に地面に対して垂直にセ

ットされなければなりません。 

 

 
 

 

７.３ ガイドボード 

ガイドボード①は高さと同様に角度も調整でき、左の

（湾曲）ディスクでできた溝を土で埋めるために使用さ

れます。ガイドボードはクランプボルト②で個別に調整

できます。ガイドボードはハロータイン③よりわずかに

深く配置してください。 

 
 

 

－１４－ 



 

７.４ アウターディスク 

アウターディスク①は右後部の外側（湾曲）ディスクと

左前部（湾曲）ディスクが溝を残し盛土を形成するのを

防ぎます。 

アウターディスクは各キャリア②とともに横に動かせ

るようにクランプボルトでフレーム③に取り付けられ

ています。アウターディスクはクランプ装置⑤で 初

に前後に調整され、ついで角度が調整されます。 

 

 

工場での基本調整は 

（１）５度の傾きで配置され 

（２）キャリアに対し真ん中の位置に取り付けられてい

ます。 

作業中は左外側ディスクを地表面から約２３ｃｍ、右

外側ディスクは１４ｃｍの高さにセットしてくださ

い。 

 

 

７.５ 横方向の引張 

傾けて配置された前部と後部の（湾曲）ディスクはそれ

ぞれ反対の横方向の相互に相殺される力を発生します。

もしまだ横方向に引っ張られる力が認められる場合は

次の通り取り除いてください。 

・右に引っ張られる場合＝トップリンクを回し長くする 

・左に引っ張られる場合＝トップリンクを回し短くする 

 

 

７.６ ローラ 

７．６．１ 一般な指示事項 

このインプルメントはたくさんのローラを装着できま

す。 

－チューブバーローラ、ダブルローラ、トラペッツリン

グローラはメンテナンスフリーです。 

－トラペッツパッカーローラ、トラペッツディスクロ

ーラ、パッカーローラ、ラバーリングローラは調整

できるスクレーパを装備しておりますのでときどき

調整してください。 

－ナイフローラ（装着の場合は）スクレーパとしてのナ

イフを持ったバーを装備しており、多様な調整ができ

ます。 

７．６．２ 鎮圧効果 

ローラの鎮圧効果はトップリンクの位置を変えること

で変化します。それでトラクタの油圧をフローティング

ポジションまたはミックストコントロールにセットし

てください。 

・トップリンクを急な傾きにセットした場合＝ 

低い鎮圧効果 

・トップリンクを緩めの傾きにセットした場合＝ 

中程度の鎮圧効果 

・トップリンクを平らにセットした場合＝ 

高い鎮圧効果 

 

警告：トップリンクの取付けが急すぎると、インプル

メントの刺さりこみ作用が中程度に減少します。 

 

 

７．６．３ スクレーパ 

ローラ（５００）の調整できるスクレーパはナット②ま

たは偏芯ナット③で調整できます。 

パッカーローラのナットは１９ｍｍのスパナで調整し

ますが偏芯ナット③は２４ｍｍのスパナで調整します 

偏芯ナットを調整する前にそのボルト④を１９ｍｍの

スパナで緩め、調整後再度締めこんでください 

ラバーリングローラのスクレーパは再調整できるスラ

ット穴が付いています。 
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スクレーパとローラ表面までの距離 

スクレーパ①とローラ表面②までの距離を次の通り調

整してください： 

調整方法はすべてのパッカーローラおよびトラペッツ

パッカーローラ、トラペッツディスクローラに共通です。 

ラバーリングローラの各スクレーパはラバーリングま

で８～１２ｍｍの距離になるように調整してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７.７ ナイフローラ 

７．７．１ ナイフの作業深さ 

ナイフ①の作業深さは次の通りピン②によって調整で

きます。 

－ネジ⑤でキャリアアーム④を希望の位置に動かして

ください。 

－サポートプレート③上のピン②をキャリアアーム④

の穴の１つに差し込んでください。 

－差し込んだら抜け止めを施し、ネジに負荷がかからな

いようにネジ⑤をすこし反時計方向に回してくださ

い。 

 

７．７．２ ナイフの逃げ 

ナイフ①の上方への逃げはピン⑥によって規制されて

います。必要ならすこしの逃げは許容されています。 

 

 

７．７．３ ナイフフレームの調整 

ピン②による調整の幅が十分でないときは、ナイフフレ

ーム⑦はキャリアアームに対して高く配置できます。穴

⑧からボルトをはずし、ナイフフレームを取り付けなお

してください。 

非常に粘りのある、または軽い土壌ではナイフを高い位

置に配置することをお勧めします。 

集約的な作業を要求されるときはナイフを低い位置に

置かなければなりません。この場合ナイフフレームを再

度置きなおしてください。 

 

 

７．７．４ ナイフの位置 

一般的にナイフはナイフフレーム⑦の前部に取り付け

られます。ナイフが磨耗するときは後部に取り付けるこ

とができます。 

 

 

７.８ トップリンク用長穴 

もしインプルメントが作業中に揺れ、または揺れ始めた

ら作業深さを深くするか作業速度を早くしなければな

りません。それでも直らないときはトップリンクを長穴

①に連結してください。 

 
トラクタ油圧はポジションコントロールにセットして、

作業中にトップリンクピンが長穴の真ん中になるよう

に調整してください。 

この場合作業深さと作業速度がどうであっても、すべて

の作業状況においてインプルメントの揺れを防止しま

す。 
 
 
 
 
 
 

熱処理スクレーパ 

組み合わせスクレーパ 
（余圧をかけてローラ
表面（Ｗ５）に当接） 

表面硬化スクレーパ
または超硬メタルス
クレーパ 
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８ メンテナンス 
すべてのグリース充填箇所には次表にしたがって環境

にやさしいグリースを充填してください。冬季保管中は

油圧シリンダのピストンロッドには耐酸性グリースを

塗布してください。調整装置と同様に、磨耗部品の光っ

ている部分やピンは定期的にグリースを塗布してくだ

さい。 

 
 

グリース充填箇所 稼動５０時間毎 稼動１００時間毎 冬季保管前 冬季保管後 

過負荷安全装置のベアリング － ○ ○ ○ 

グリースニップル － － ○ ○ 

ピストンロッドへの耐酸性グリース － － ○ － 

（湾曲）ディスク、外側ディスク、ガイドボー

ドの光っている部分へのグリース塗布 
－ － ○ － 

折りたたみ回転部のピン ○ － ○ ○ 

油圧シリンダのピン ○ － ○ ○ 

 
 
８.１ 油圧ホース 
定期的に油圧ホースをチェックしてください。油圧ホー

スの上に書かれている日付から少なくとも６年後には

油圧ホースを交換してください。穴や欠陥のある油圧ホ

ースはすぐ交換してください。Lemken が指定する油

圧ホースのみご使用ください。 
 
 
８.２ ディスク 
磨耗した（湾曲）ディスク、外側ディスクは保持部品が

破損、磨耗しないうちに、取り替えてください。 
 
 
 
 

８.３ ボルト 
初めて作業した後には、少なくとも８時間使用後にはす

べてのボルトとナットを増し締めし、その後は２０時間

稼動ごとに点検し、必要なところは増し締めしてくださ

い。ロックタイトを塗布し固定のこと。 
 
重要： 初の６週間はこのインプルメントを高圧水で

洗浄しないこと。その後は洗浄面とノズルの間隔

を６０ｃｍ以上離し、 高水圧１００バール、水

温５０℃以下を守ること。 
 

● 「メンテナンス」の指示事項と

同様に、一般的な安全指示事項

をよく読んで守ること。 
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９ 技術データ 
Ｒｕｂｉｎ  FLR09-250C FLR09-250D FLR09-250R FLR09-300C FLR09-300D FLR09-300R

重量 ｋｇ １６１５ １７２５ １８５５ １９３５ ２０７０ ２２２０ 

全長 ｃｍ ２９５ ３４０ ３００ ３０５ ３５０ ３１０ 

全幅 ｃｍ ３００ ３００ ３００ ３６０ ３６０ ３６０ 

全高 ｃｍ １５０ １５０ １５０ １５０ １５０ １５０ 

作業幅 ｃｍ ２５０ ２５０ ２５０ ３００ ３００ ３００ 

最大適応ｋＷ（ＰＳ） 
73.5～95 

（100～130） 

73.5～95 

（100～130）

73.5～95 

（100～130）

88～100 

（120～150）

88～100 

（120～150）

88～100 

（120～150）

最小作業深さ ｃｍ ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

最大作業深さ ｃｍ ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ 

作業速度 ｋｍ/ｈ １０～ １０～ １０～ １０～ １０～ １０～ 

 
 

１０ 騒音 
このインプルメントの作業中の騒音レベルは７０ｄＢ

（Ａ）を超えません。 
 
 

１１ 廃棄 
このインプルメントを寿命まで使用したら、廃棄物処理

業者に依頼し環境に適切に廃棄してください。 
 
 

１２ 注意 
お客様からのご注文によって装置のバージョンが決ま

りますので、お客様のインプルメントの装置や関連記述

が異なる場合があります。 
技術内容を常に更新するため、弊社は設計や装置および

技術を変更する権利を保有しています。 
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索引 
装着・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 
軸荷重・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８ 
チェックチェーン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８ 
取り外し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 
ドローバー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 
外側（湾曲）ディスクの折りたたみ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 
外側（湾曲）ディスクのひらき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 
グリース充填箇所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７ 
グリース充填・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７ 
ガイドボード・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０，１４ 
油圧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 
ナイフローラ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６ 
横への引っ張り・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０，１５ 
メンテナンス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７ 
外側ディスク・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０，１５ 
レベリングハロー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０，１４ 
鎮圧効果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０，１５ 
ローラ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５ 
スクレーパ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５ 
スプールバルブ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８ 
スウェイブロック・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８ 
技術データ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８ 
トラクタ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８ 
トラクタ油圧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８ 
使用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９ 
警告ラベル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７ 
作業深さ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 
（湾曲）ディスクの作業深さ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 
作業速度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 
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調整 Ｓ－０６０３３１Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                              ☆.１８.０３.１Ｓ○Ａ  

本 社 066-8555 千歳市上長都１０６１番地２ 
TEL ０１２３－２６－１１２３ 
FAX ０１２３－２６－２４１２ 

千 歳 営 業 所 066-8555 千歳市上長都１０６１番地２ 
TEL ０１２３－２２－５１３１ 
FAX ０１２３－２６－２０３５ 

旭 川 営 業 所 070-8004 旭川市神楽４条９丁目３番３５号 
TEL ０１６６－６１－６１３１ 
FAX ０１６６－６２－８９８５ 

豊 富 営 業 所 098-4100 天塩郡豊富町字上サロベツ１１９１番地４４ 
TEL ０１６２－８２－１９３２ 
FAX ０１６２－８２－１６９６ 

帯 広 営 業 所 080-2462 帯広市西２２条北１丁目１２番地４ 
TEL ０１５５－３７－３０８０ 
FAX ０１５５－３７－５１８７ 

中標津営業所 086-1152 標津郡中標津町北町２丁目１６番２ 
TEL ０１５３－７２－２６２４ 
FAX ０１５３－７３－２５４０ 

花 巻 営 業 所 028-3172 岩手県花巻市石鳥谷町北寺林第１１地割１２０番３ 
TEL ０１９８－４６－１３１１ 
FAX ０１９８－４５－５９９９ 

仙 台 営 業 所 983-0013 宮城県仙台市宮城野区中野字神明１７９－１ 
TEL ０２２－３８８－８６７３ 
FAX ０２２－３８８－８７３５ 

小 山 営 業 所 323-0158 栃木県小山市梁２５１２－１ 
TEL ０２８５－４９－１５００ 
FAX ０２８５－４９－１５６０ 

名古屋営業所 480-0102 愛知県丹羽郡扶桑町大字高雄字南屋敷１９１ 
TEL ０５８７－９３－６８８８ 
FAX ０５８７－９３－５４１６ 

岡 山 営 業 所 700-0973 岡山県岡山市下中野７０４－１０３ 
TEL ０８６－２４３－１１４７ 
FAX ０８６－２４３－１２６９ 

熊 本 営 業 所 861-0939 熊本県熊本市長嶺南１丁目２番１号 
TEL ０９６－３８１－７２２２ 
FAX ０９６－３８４－３５２５ 

都 城 営 業 所 885-1202 宮崎県都城市高城町穂満坊１００３－２ 
TEL ０９８６－５３－２２２２ 
FAX ０９８６－５３－２２３３ 


